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技術開発支援�

株式会社愛新鉄工所 早稲田大学

「極薄膜酸化ハフニウムコーティング銅の開発」

【概要】ALD（Atomic Layer Deposition）法を用い、極薄膜酸化ハフニウム膜を銅表
面へ成膜し、銅ナノ粒子や銅基板の酸化、硫化、帯電などの化学的・物理的反応を防
止した高機能銅製品の開発を行います。

池田薬草株式会社 愛媛大学

「スダチチン及びデメトキシスダチチンの抗アレルギー作用及び
抗炎症作用の確認」

【概要】近年、健康産業界にて注目されているポリメトキシフラボノイドの一種であるスダ
チチン及びデメトキシスダチチン（すだち由来）の機能性研究の一環として、両フラボノイ
ドの抗アレルギー作用及び抗炎症作用を細胞培養実験により明らかにする。この時、同
様にフラボノイドの一種であるノビレチン（シークワーサーやみかん由来）を対照化合物と
して用いて両化合物の活性比較を行うとともに、構造活性相関についても考察する。

うどん県電力株式会社 徳島文理大学

「環境赤外線による太陽光発電量低下の抑制構造・材料の研究開発」

【概要】太陽光パネル表面温度は日照時間の長い夏場に70℃にも達し、発電効率が
20％以上減少する。本研究では太陽光パネルの設置環境の違い、すなわち屋根、土
地、コンクリート、水上等の設置場所やパネルの高さの違いによるパネルの温度上昇と
出力電力との関係を調査する。また、太陽光パネルの温度上昇のもととなっている赤外
線を除去するパネル背面構造と材料について開発を行う。

カミ商事株式会社 愛媛県産業
技術研究所

「セルロースナノファイバーを活用した抗菌性を有する段ボール資材の開発」

【概要】新型コロナウイルスの感染拡大が収束しない今日、衛生面への意識の高まりを
受け、身の回りにある様々な製品に対して抗菌性を有する各種資材が求められている。
そこで、新素材として注目され生分解性素材でもあるセルロースナノファイバーを自ら製
造して最適化することにより長時間安定した抗菌剤塗工を可能にし、抗菌性を有する段
ボール資材の開発を行う。

四国ケージ株式会社 愛媛大学

「コーヒー粕を利用した鶏糞堆肥の製造に必須な成分の特定」

【概要】従来、コーヒー抽出後のコーヒー粕におけるリユースとしての堆肥化では腐敗し
てしまう、という問題があった。しかし、弊社の独自技術を利用して、コーヒー粕と鶏糞とを
混合することで、腐敗することのない堆肥化が可能であるだけでなく、コーヒー粕に特有
の生育抑制効果が見られなかった。そこで、当該堆肥の種々の成分を特定することで、
廃棄される大量のコーヒー粕の有効的なアップサイクルに繋げることを目的とする。

①令和３年度の産学共同研究開発助成先が決定しました

●令和3年度事業の助成先

　当センターは、四国地域イノベーション創出協議会と連
携し、四国の中小企業が大学・高専および公設研究所等
と行う共同研究開発を支援するため、研究テーマの募集
を行っておりましたが、この度、厳正な審査を経て９件の
応募の中から下記の５件を助成先として決定いたしまし
た。
　本事業（産学共同研究開発助成事業）は、企業が大
学等と共同で取り組み中または検討中の技術開発・製品

開発のうち、地域の発展に貢献する可能性の高いものに
対して研究費の助成を行うもので、今回は１件あたり５０
万円の助成を行います。助成期間はいずれも本年９月か
ら１年以内の予定です。
　当センターならびに四国地域イノベーション創出協議会
は、研究中の支援に加え、研究終了後も成果の事業化等
について引き続きフォローアップを行うこととしています。

企 業 名 共同研究機関 研究開発テーマ、概要

反応速度を劇的に向上させるファインバブル有機化学反応装置の開発　

②令和２年度産学共同研究開発支援事業の成果報告

【株式会社坂本技研の研究開発成果】

　令和２年度の産学共同研究開発支援事業で助成決定しました６社のうち本号では、株式会社坂本技研（南国市）、
株式会社山本鉄工所（小松島市）、三咲デザイン合同会社（高松市）の成果を報告いたします。

研究開発テーマ名

令和２年９月  ～  令和３年８月実 施 期 間

株式会社坂本技研企  業  名

高知工業高等専門学校　ソーシャルデザイン工学科　藤田陽師　准教授共 同 研 究 機 関

　当社では農業、水産分野等でファインバブル（FB）発生器を製造販売している。昨今では我々は
FB利用の他分野へのFB利用展開を模索している。一方、共同申請者はこのFB発生器を組み込ん
だ独自装置を試作し、酸素FBを用いた数種の気－液有機反応を実施、結果、劇的な反応効率向上
を確認した。本研究開発では新たに特に化学業界で市場の大きな水素化反応に対し、FBを利用し
た有機反応の適用をさせるべく、装置開発を進めた。

　触媒を用いた反応には様々な反応様式があるが、本研究において、均一系反応、および不均一
系反応について適用できるFB有機反応装置を開発した。それぞれについて、モデル水素化反応を
設定し、反応気体の水素をFBで導入することによる反応促進の効果を検証した。その結果いずれ
の反応形態においても、FBによる顕著な反応促進効果を得ることができた。例えば不均一触媒とし
てPd/Al₂O₃触媒を用いたスチレンの水素化反応（図１）による反応結果を図２に示す。図２の反応
はファインバブルによる水素導入法（FB法）と、FB法と同量の水素流量に制御して水素をバブリン
グにより導入するエアレーション法（AR法）を比較した。結果、FBにより反応速度が向上し、FB法は
AR法と比較して同じ反応時間での生成物のエチルベンゼン収率が非常に高いことがわかる。本研
究にて、新たにFB有機反応の反応適用範囲の拡大を検証することができた。

【本研究内容に関する問合せ先】
高知県南国市明見 898 番地 25
株式会社坂本技研
（URL: https://www.sakamotogiken.com/）

担当：事業本部 営業技術部　山本
TEL：088-864-4277
E-mail：kyamamoto_sg@mbe.nifty.com

図２　エチレンの水素化反応へのFBの適用結果図１　モデル水素化反応
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